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関係機関と連携を取り支援する

児童生徒の支援について考えを

校
内
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ｉ
ル
ー
ム
）
設
置

に
よ
る
居
場
所
作
り
と
は
。

南
部
中
学
校
と
北
部

中
学
校
に
ｉ
ル
ー
ム

を
設
置
し
、
心
の
支
援
員

の
常
駐
で
安
心
で
き
る
空

間
を
設
け
た
。

教
育
長
の
児
童
生
徒

の
支
援
の
考
え
は
。

教
育
長
▼
不
登
校
の

新
た
な
一
人
を
生
ま

な
い
、
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
た
め
支
援
を
行
う
。

　
イ
ノ
シ
シ
被
害
は
深
刻

で
あ
る
。
ど
う
対
処
し
て

い
る
の
か
問
う
。

町
内
の
被
害
状
況
の

現
状
は
。

平
成
27
年
と
比
較
し
、

５
分
の
１
以
下
に
減

少
。

今
後
の
イ
ノ
シ
シ
被

害
軽
減
の
取
り
組
み

は
。

現
状
の
柵
設
置
、
捕

獲
を
継
続
し
、
被
害

防
止
に
努
め
る
。

　
町
の
安
全
・
安
心
実
働

部
隊
で
あ
る
消
防
本
部
の

組
織
体
制
の
課
題
に
つ
い

て
問
う
。

消
防
職
員
、
車
両
は

足
り
て
い
る
か
。

消
防
長
▼
職
員
の
充

足
率
は
53
・
７
％
と

県
平
均
よ
り
極
め
て
低
い
。

車
両
は
基
準
を
満
た
し
て

い
る
。職

員
の
充
足
は
今
後

ど
う
す
る
か
。

条
例
定
数
の
引
き
上

げ
を
令
和
５
年
第
４

回
定
例
会
に
提
案
す
る
。

女
性
消
防
職
員
で
あ

る
か
ら
こ
そ
の
メ
リ

ッ
ト
、
効
果
は
。

救
急
搬
送
の
際
に
対

応
が
優
し
く
、
安
心

し
て
病
院
へ
運
ん
で
貰
え

た
と
の
声
を
頂
い
て
い
る
。

ド
ロ
ー
ン
の
配
備
状

況
は
。

消
防
で
保
有
す
る
ド

ロ
ー
ン
は
１
機
。

今
後
ど
の
よ
う
に
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
す
る

の
か
。災

害
現
場
に
お
い
て
、

初
動
段
階
で
の
災
害

現
場
の
把
握
、
被
害
拡
大

防
止
に
役
立
て
る
。

　
こ
の
３
年
間
に
児
童
生

徒
、
先
生
方
の
働
き
方
改

革
の
た
め
様
々
な
人
材
を

投
入
し
て
き
た
効
果
に
つ

い
て
、
以
下
を
問
う
。

退
職
養
護
教
諭
を
雇

い
入
れ
た
効
果
は
。

教
育
部
長
▼
計
画
的

に
分
業
で
き
手
厚
く

ケ
ア
で
き
る
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
、
家
庭

教
育
支
援
員
の
実
績
は
。

問
題
の
50
％
改
善
。

学
校
へ
来
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
が
18
件
。

教
育
相
談
室
の
現
状
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
新
設
の
現
状
、
効
果

は
。

令
和
３
年
度
相
談
件

数
は
３
５
０
６
件
、

年
々
増
加
傾
向
。
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
り

相
談
し
や
す
い
環
境
が
出

来
た
。

新人  吉
よ し

本
も と

 智
ち

明
あ き

 議員

問答問答問答

問答問答

獣
害
対
策
の
実
施

及
び
支
援
を

獣
害
被
害
の
軽
減

に
取
り
組
む

問答

問答職
員
の
充
足
は
今

後
ど
う
す
る
か

職
員
条
例
定
数
の

改
正
を
提
案
す
る

問答問答

問答問答問答

i ルームの様子
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今後必要なリスク管理は

指針策定と改定に取り組む

職
員
の
分
限
や
懲
戒

を
審
査
す
る
懲
戒
審

査
委
員
会
、
健
康
で
快
適

な
職
場
作
り
を
目
指
す
安

全
衛
生
委
員
会
等
の
組
織

が
あ
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研

修
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

た
め
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
等
を
実
施
。

内
部
統
制
は
危
機
管

理
中
心
に
ど
の
よ
う

に
進
め
る
か
。

町
長
▼
危
機
管
理
は

内
部
統
制
導
入
有
無

に
関
わ
ら
ず
対
応
す
べ
き
。

内
部
統
制
は
国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
等
を
参
考
に
、
本

町
の
実
情
に
合
致
し
た
も

の
を
構
築
し
た
い
。

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル

発
射
を
踏
ま
え
、
組

織
・
体
制
面
で
の
変
革
は

必
要
な
い
か
。

平
時
は
部
長
会
等
を

通
じ
重
要
施
策
の
協

議
及
び
連
絡
調
整
を
実
施

し
て
い
る
。
有
事
は
指
針

に
従
い
、
対
策
本
部
又
は

チ
ー
ム
を
設
置
し
て
柔
軟

に
対
応
を
進
め
る
。

激
変
す
る
社
会
・
経

済
状
況
の
中
、
今
後

必
要
な
リ
ス
ク
管
理
は
。

部
課
長
会
議
等
を
中

心
と
し
て
、
デ
ジ
タ

ル
化
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
推
進
等
、
将
来

予
測
を
し
っ
か
り
分
析
し

な
が
ら
、
危
機
管
理
指
針

の
策
定
・
改
定
等
に
向
け

て
、
し
っ
か
り
と
積
極
的

に
取
り
組
み
た
い
。

　
交
通
安
全
に
つ
い
て
、

地
元
の
鷲
田
区
・
新
田
区

に
関
連
す
る
課
題
を
問
う
。

令
和
５
年
度
の
歩
行

者
用
信
号
機
の
設
置

予
定
は
。

総
務
部
長
▼
幸
田
高

校
北
交
差
点
を
予
定
。

児
童
と
車
両
の
交
錯

回
避
の
た
め
、
信
号

機
の
歩
車
分
離
は
。

当
該
地
区
は
人
口
増

加
と
共
に
問
題
も
顕

在
化
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

警
察
署
に
実
情
を
粘
り
強

く
説
明
し
、
要
望
・
協
議

を
進
め
る
。

歩
道
の
安
全
管
理
面

や
退
避
場
所
に
関
す

る
要
望
へ
の
対
応
は
。

建
設
部
長
▼
安
全
管

理
面
で
は
、
今
後
も

通
学
状
況
を
見
な
が
ら
必

要
な
対
応
を
行
う
。
退
避

場
所
は
、
用
地
確
保
を
進

め
つ
つ
、
側
溝
に
蓋
を
し

て
歩
道
を
広
げ
る
等
の
代

替
策
を
検
討
す
る
。

　
社
会
経
済
環
境
が
大
き

く
変
化
す
る
中
、
幸
田
町

の
危
機
管
理
へ
の
取
り
組

み
の
考
え
方
、
進
め
方
を

問
う
。町

民
目
線
で
の
危
機

管
理
と
し
て
、
防
災
、

国
民
保
護
、
防
犯
、
交
通

安
全
の
４
つ
以
外
は
。

総
務
部
長
▼
健
康
被

害
、
環
境
危
機
等
が

情
報
提
供
さ
れ
て
い
る
。

激
変
す
る
社
会
情
勢
を
踏

ま
え
情
報
提
供
に
努
め
る
。

職
員
目
線
で
の
危
機

管
理
は
。

職
員
へ
文
書
を
発
出

し
、
不
祥
事
防
止
、

交
通
安
全
、
危
機
管
理
等

を
徹
底
。
ま
た
、
日
常
業

務
で
管
理
職
か
ら
の
Ｏ
Ｊ

Ｔ
や
、
職
員
研
修
で
リ
ス

ク
管
理
の
意
識
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
。

新人  松
ま つ

本
も と

 忠
た だ

明
あ き

 議員

問答問答問

答問答問答

問答信
号
や
歩
道
の
安

全
要
望
の
対
応
は

歩
車
分
離
や
退
避

場
所
確
保
を
検
討

問

答問答

問答
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